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第４回地域会議議事録 

 

１．日時  平成 26年 11月 30日（日）10:00～12:00 

２．場所  久寺家近隣センター会議室、 

３．出席者 

【久寺家地区自治会・町会】4名 

久寺家自治会長、土谷津町会長、 

久寺家三菱自治会長、久寺家二丁目自治会長 

【我孫子第一地区民生児童委員】4名 

  【我孫子市北地区社会福祉協議会】2名 

    会長、副会長 

  【NOP法人 ACOBA】1名 

【久寺家地区まちづくり協議会（以下、まち協と呼ぶ）】5名  

会長、副会長、総務部長、副部長、広報部長 

【地域会議事務局・記録】2名 

【我孫子市市民活動支援課】3名 

 

４．議事 

 まち協会長の開会の挨拶、会議出席者の自己紹介、第 3 回地域会議議事録の

内容確認の後、以下の議事に入った。 

 

１) 日新地区へのポスト設置について 

 まち協会長から日新地区の現状について、以下の説明があった。 

日新地区は、37 所帯 108 人、高齢化率 31％強と高い、バス路線はない、

コンビニもない。地域内にポストがなく、800メートル先となる。車・バ

イクでの交通手段に依存しており、数年先には、移動が困難になると予

想されている。せめて、集会所の近くにポストの設置が欲しいとの強い

要望がある。ことから、郵便局宛てに、地域会議として、まち協会長、6

自治会・町会長名で、日新地区に郵便ポストを設置してほしい旨の要望

書を出したい。合わせて、我孫子市あてにも同様の要望書を出したい。 

 以上について、自治会長・町会長に了承を求め、承認された。 

 

２）進捗及び経過報告 

 （１）「いざという時の道しるべ」について 

まち協会長から、以下の報告があった。 

 情報箱に投函された内容は、文言の訂正が 2件であったが、出来れば、

こういう情報が欲しいなどの次回の訂正につながる内容についても欲し

い。 
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 費用負担及びメンテナンス 

1500部の作成費用は概算で 30万円。 県のプロジェクトの一つとして

ACOBAに作成していただいており、今回は、無料で配布した。今後の改訂

費用については、相応の費用が掛かることになる。 

 北地区社協から、“道しるべをみて”「床屋（理髪）へ行きたいが、送り

迎えの便が欲しい」との要望が寄せられたとの報告があった。 

 

  （２）買い物支援 

 まち協会長から検討状況について、以下の報告があった。 

日新地区は地理的要因から皆さんの必要性の意識が高く 3～5年後には心

配だとする人が多い。いくつかの方法を検討しているが、白タク防止条

例などもあり問題が多い。別途、北柏交通から次の提案をもらっている。

乗車人数が 4人単位でまとまることになれば実現可能性が出てくるが、

状況の推移をみることにしたい。 

 民生児童委員から、4人集まってというのは事実上難しいと思われる。本

当に困っているときは、一人でも利用できるようにしないと活用しにく

いであろう。ボランティアの活用も含めて検討してほしいとの意見が出

された。 

  （３）サロンの開設 

 まち協会長から以下の検討報告があった。 

候補としていた物件は、立地条件は良いが、地盤や建物の形状などの問

題で難しい。また、1丁目・2丁目の空き家の所有者と交渉をしているが

進展はない。今後は、「風」と再度協議することや、当初の候補物件につ

いて 1階だけ利用するという方法も含めて検討していきたいが、苦戦が

予想される。 

  （４）交流会 

 ACOBAから以下の報告があった。 

11月に交流会 2回、講演会 1回を開催した。11月 15日（土）「介護サー

ビス」については 5団体、24日（日）の「日々の困りごと」については

７団体が参加し、前半は PR、後半は個別相談の形で進めた。 

講演会は 22日（土）に「生き生きライフ」で、“健康寿命を延ばすには”

のテーマで行った。健康体操などのトレーニングもあり好評であった。 

  （５）介護施設の見学ツアー 

  ACOBAから、10月 31日に実施され、8名の参加があった旨の報告があ

った。 

  （６）三菱自治会防災訓練結果報告 

 久寺家三菱自治会長から以下の報告があった。 

実施日は、11月 22日（土）約 2時間、消防署のご指導の下、防災訓練を

行った。我孫子市からは、水・食べ物の補助を頂いた。参加者は 110名
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で、前回より多く、会員の 1／3が参加した。 

個人カードは、班長宛てに全家庭から提出してもらい、班長の段階で全

世帯の状況把握ができるようになった。 

 久寺家三菱自治会長の所感として、以下の報告があった。 

住民の高齢化が進んでおり、白馬村の例をみても、自治会員の状況把握

をしておくことは必要なことであると再認識している。この様な訓練に

対して、皆さんの前向きな評価が多かった。また、何か災害があった時

は、「あけぼの公園」へ集まればよい、あるいは、班長へ相談すればよい

という意識が根付きつつある。 

 

 個人カードの作成・管理は「個人情報の機密保持」の問題から慎重であ

るべきで、何のために作成するのか、だれが管理するのか、（会長か班長

か）問題が生じかねない。との意見があった。 

  （７）霊園問題のその後の経過 

     土谷津町会長から、その後の経過報告があった。 

     霊園用地の買収は、約 90％進み、2軒が交渉中と聞いている。 

     土谷津町会の住民のアンケートでは、ほとんどが反対で、町会としては

反対の立場で動いている。霊園の計画場所が、土谷津の玄関先といわれ

る場所なので反対の意向が強い。道路拡幅という話も 10数年かかるとい

われ地権者の了承は難しいとみられている。 

 

  ３）その他 

    北地区社協から「安心カード」の普及状況は、把握できていないという報

告があった。 

 

５．第５回地域会議以下の通り了承された。 

日時  27年 1月 18(日) 10;00～12:00 

場所  久寺家近隣センター会議室 

以上 


